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留学レポート Study Abroad Report 

このたび、メルボルンのモナシュ大学にて約４週間の短期留学に行ってきましたので報告させていただきま
す。 
 
留学の経緯 
私は修士２年で、来年から社会人です。学部の時からずっと留学したいと思っていましたが、なかなか挑め
ず、友達にこのプログラムを教えてもらってやっと応募してみようと決めました。就職先も決まっていまし
たが、外国の文化の違い、プレゼンテーションの仕方を学ぶことや、ホームステイをすることにとても魅力
を感じ、また学生の時しか体験できないと思い、研究はいったんお休みして、行くことを決めました。 
 
事前準備 
初めての留学ということもあり、日常会話のフレーズなど Youtube などを使って勉強していました。今思え
ば web 英会話などで実践しておけばもっとコミュニケーションが取れたのではないかと思います。 
荷物は、ネットで調べると現地は日本の３月と書いていたので信じてセーター少しとスウェット、薄手の上
着しか持っていきませんでしたが、現地は例年よりも寒かったらしく、現地で裏起毛の服を買いました。行
く前は気温を調べて対策することをおすすめします。 
 
モナシュ大学 
初めの１週間はクレイトンキャンパス（シティから離れたところ）にいました。ちょうど冬の学際の時期で、
クラスメイトとサイレントディスコに参加したりダンスしたりしました。想像していたのと違いましたがと
ても楽しかったです笑。クレイトンキャンパスは大学の中にお寿司屋さん他いろんなレストランがありまし
た。お昼ご飯はそこで買うのもいいと思います。 
次の週からはシティキャンパスでした。それも２つあって両方行きましたが一つのキャンパスはとても素敵
な建物の７階にありました。テラスもあって休み時間くつろいでいました。コーヒーも淹れ放題でした。駅
から近く回りは観光スポットがたくさんありました。 
授業は朝９時から夕方の４時までで長いですが、グループワークでクラスメイトと話し合うことやプレゼン
が多く、飽きることはなかったです。むしろ学ぶことがたくさんあって復習が大変でした。中国の留学生は
みんなすごく賢くてたくさん話すので、ついていくのに必死でした。初めの二週間で帰ってしまったのはさ
みしかったです。そのあとは日本人で、休み時間気を抜くと日本語でしゃべってしまうので、英語をしゃべ
るように努力していました。 
私はプレゼンがとても苦手だったのですが、授業を通して伝え方を学んだり実践で回数を重ねたりして、だ
んだん大勢の前でしゃべるのが苦じゃなくなってきました。これを研究発表や仕事でも生かしたいと思いま
す。 
 
放課後・休みの日 
クレイトンでは、大学が広いので散策をしたり、バスに乗っておしゃれなカフェに行ったりしていました。
バスに少し乗るとメルボルン一大きなショッピングセンターのチャドストーンがあり、そこに言って買い物
している人もいました。 
シティでは本当にいろんなお店がたくさんあって、いろんな国の料理を食べました。ギリシャ料理が特に美
味しかったです。また冬はナイトマーケットにも行きました。８月の毎週水曜日に開催されるらしく、にぎ
やかでいろんな食べ物もあってとてもおすすめです！お肉がおいしいです。 
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シティで他のおすすめはユーレカタワー（右の写真）
です。メルボルンが一望でき、とても綺麗です。オ
プションで部屋が飛び出て床が透けるところに行
けて、怖かったですが面白かったです。 
モナシュ大学の学生限定のツアーで、フィリップ島
のペンギンを見に行きました。途中動物園に寄って
カンガルーやワラビーなどを見ることができまし
た。その日は雨で風も強くペンギンはあまり見られ
ませんでしたが楽しかったです。メルボルンにはた
くさん動物園や水族館があるので、どれか行ってみ
たらいいと思います！ 
遠出の旅行は他にグレートオーシャンロードに行
きました。自分たちで安いツアーを探して行きまし
た。日本では見られない景色でとても綺麗でした。
バスはかなり酔うので酔い止め必須です。 
物価に関してですが、高いところは高いですが、ス
ーパーやちょっとしたカフェなど、日本と同じくら
いかむしろ安いものもあったくらいです。節約している方
はスーパーのクッキーとかは激安でおいしいですよ。 
日本食が恋しくなったらお寿司屋さんがシティにたくさ
んあるのでいってみてはいかがですか。通学路にもあって
結構安いのでおやつ代わりに買ったこともあります。味は
評価様々でしたが私は好きでした。 
コーヒーショップはいたるところにあって、たくさん飲み
比べしました。コーヒーも日本と同じくらいの値段で、日
本よりずっとおいしいです。はまります！ 
 
ホームステイでの生活 
今回初めてのホームステイでした。私のホストファミリー
は子供が３人いて、みんな小学生くらいの年齢でにぎやかでした。ついた時からたくさんしゃべってくれて、
とても安心しました。特に一番下の６歳のやんちゃな男の子と一番仲良くなりました。日本からのお土産に
持って行ったお寿司屋さんというお寿司の形のグミが作れるお菓子キットをすごく喜んでもらえて、一緒に
作って食べたのがいい思い出です。 
オーストラリアではフッティ（オーストラリアンフットボール）が有名で、休日に子どもたちのフッティの
試合をみんなで見に行きました。８月は毎年プロの試
合もやっているらしく、ホストファミリーがどこかの
チームのサポーターだったら、一緒に試合観戦も面白
いと思います！ 
学校が終わって早く帰ってきたときは、できるだけリ
ビングにいてファミリーと話す時間をとっていました。
私は英語で話すのが苦手なので、話すときもとてもゆ
っくりでしたが、それでもみんなちゃんと聞いてくれ
るので、とにかくなんでも伝えることが大事だと思い
ます。日本人とは違い、話さなければなにも伝わらな
いと聞いていたので、思ったことは嫌なことでも話す
ことを心がけていました。 
毎日一日の終わりにマザーに今日はどうだったか聞か
れるので、何を話すか考えるのも日課でした。 
最終日にお世話になったお礼に、お寿司を作りました。
みんなとても喜んでくれてうれしかったです。 
 
まとめ 
今回大学の修士の年に留学に行けたのはとてもよかったと思っています。海外の人たちと働くことやリーダ
ーシップについて学べたことは、社会人になってから必ず役に立つと思います。学んだことを忘れないよう
に、またもっと英語を喋れるように残りの半年間頑張ろうと思えました。 
このレポートが、留学を考えている方に少しでも参考になることを願っています。 
 


